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地域と歩むコミュニケーション紙

地域づくり通信 宮古市地域づくり協議会

地みやこ

主な内容

広報編集委員からの地域の話題
みんなの力で地域を創る
　～令和２年度地域創造基金事業紹介～

宮古市地域イベントカレンダー　

令和 2 年 12 月に開通した宮古盛岡横断道路　区界道路

区界道路

川井地域



地域づくり協議会
広報編集委員から地域の話題をお届けします。
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１
月
８
日
（
金
）
に
、重
茂
地
区
に
宮
古
市
重
茂
水
産
体
験
交
流
館
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
重
茂
小
学
校
６
年
生
の
皆

さ
ん
に
よ
っ
て
愛
称
の
「
え
ん
や
ぁ
ど
っ
と
」
の
看
板
が
お
披
露
目
さ
れ
ま

し
た
。

　
え
ん
や
ぁ
ど
っ
と
は
、
物
産
と
浜
の
食
体
験
コ
ー
ナ
ー
か
ら
な
っ
て
お
り
、

食
体
験
で
は
地
物
の
天
然
わ
か
め
が
た
っ
ぷ
り
と
入
っ
た
ラ
ー
メ
ン
や
、
サ

バ
の
ほ
ぐ
し
身
が
絶
妙
に
マ
ッ
チ
す
る
サ
バ
カ
レ
ー
が
人
気
で
す
。特
に
ラ
ー

メ
ン
に
は
、
肉
厚
な
わ
か
め
と
刻
み
め・

か・

ぶ・

が
ふ
ん
だ
ん
に
入
っ
て
お
り
、

わ
か
め
は
歯
ご
た
え
抜
群
、
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と
し
た
小
気
味
の
良
い
音
が
た

ま
ら
ず
夢
中
に
な
っ
て
一
杯
ペ
ロ
リ
と
平
ら
げ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
と
て
も

美
味
し
か
っ
た
で
す
。

　
重
茂
へ
の
道
路
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
着
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
新
鮮
な
海
産
物
が
食
べ
ら
れ
る
の
で
市
内
の
方
は
も
と
よ
り
、

市
外
の
方
に
も
オ
ス
ス
メ
で
す
！

（
体
験
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
は
☎
68-

２
３
０
１
宮
古
市
重
茂
水
産
体
験
交

流
館
（
重
茂
漁
業
協
同
組
合
）
ま
で
）

宮
古
地
域
づ
く
り
協
議
会
広
報
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
箱
石　
文
彦

　

10
月
31
日(

土)

に
道
の
駅
た
ろ
う
で
、「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
」
に
ち
な
ん
だ
、

今
回
初
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
「
タ
ロ
ウ
ィ
ン
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
田
老
の
お
い
し
い
も
の
市
場
「
タ
ロ
ウ
ィ
ン
マ
ル
シ
ェ
」、「
み
や
こ
ハ
ー

バ
ー
ラ
ジ
オ
公
開
収
録
」、仮
装
し
な
が
ら
田
老
を
歩
く「
タ
ロ
ウ
ィ
ン
ウ
ォ
ー

ク
」、「
田
老
の
フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク
」
の
お
披
露
目
、「
ウ
ク
レ
レ
の
体
験
会
」。

そ
し
て
、田
老
の
お
母
さ
ん
達
が
講
師
と
な
っ
た「
手
芸
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」。

　
そ
の
他
、
協
力
店
舗
に
よ
る
お
菓
子
の
配
布
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
な
企
画

の
中
、
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
仮
装
」
し
た
来
場
者
の
皆
さ
ん
の
、
普
段
と
は
違
う
雰
囲
気
に
、

大
人
も
子
供
も
ペ
ッ
ト
も
、
と
て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。

　
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
宮
古
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
方
々
の
ア
イ
デ
ィ
ア

が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
道
の
駅
た
ろ
う
か
ら
、
地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
、

地
域
で
連
携
し
て
継
続
・
発
展
し
て
い
く
こ
と
に
期
待
し
ま
す
。

田
老
地
域
づ
く
り
協
議
会
広
報
委
員

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
梶
山　
幸
江

宮 古

田 老

重
茂
地
区
に
水
産
体
験
交
流
館

　
「
え
ん
や
ぁ
ど
っ
と
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

道
の
駅
た
ろ
う
初
企
画

　
「
タ
ロ
ウ
ィ
ン
」
開
催
し
ま
し
た

愛称がお披露目されました

タロウィンマルシェ

みやこハーバー
ラジオ公開録音

手芸の
ワークショップ

セレモニー当日には水槽が設置されました

　
国
道
３
４
０
号
宮
古
岩
泉
間
整
備
促
進
住
民
総
決
起
大
会
が

10
月
31
日
に
新
里
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
当
日
は
、
宮
古
市
及
び
岩
泉
町
か
ら
約
３
０
０
人
が
参
加
し
、
国
道
３
４
０
号
の

早
期
整
備
を
要
望
す
る
大
会
決
議
が
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
12
月
13
日
に
は
、
廃
線
と
な
っ
た
J
R
岩
泉
線
の
ト
ン
ネ
ル
を
活
用
し
、

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
た
押
角
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
ま
し
た
。

　
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
に
よ
り
、
交
通
の
難
所
で
あ
っ
た
押
角
峠
の
通
行
を
回
避
す
る

こ
と
が
で
き
、
新
里
～
岩
泉
間
の
安
全
で
安
心
な
交
通
が
確
保
さ
れ
、
所
要
時
間
も

約
14
分
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
ト
ン
ネ
ル
開
通
に
よ
り
、
国
道
３
４
０
号
の
整
備
が
進
み
、「
ひ
と
」
と

「
も
の
」
の
交
流
機
会
の
拡
大
に
繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
里
地
域
づ
く
り
協
議
会
広
報
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
門
坂　
道
弘

　
　
川
井
地
域
で
は
、盛
岡
宮
古
横
断
道
の「
新
区
界
ト
ン
ネ
ル
」

が
12
月
に
開
通
し
た
こ
と
に
よ
り
、
盛
岡
宮
古
間
の
難
所
が
解

消
さ
れ
ま
し
た
。
盛
岡
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
良
く
な
り
事
故
の
減

少
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
地
域
の
公
共
交
通
機
関
で
あ
る
１
０
６
急
行
バ
ス
が
、
新
し
い
道
路
を

通
行
す
る
こ
と
に
な
る
と
、
現
在
の
バ
ス
停
を
通
ら
な
い
ル
ー
ト
に
な
っ
て
し
ま
う

と
い
う
問
題
が
発
生
し
ま
し
た
。バ
ス
の
運
行
経
路
が
変
更
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、

川
井
地
域
づ
く
り
協
議
会
で
は
、
１
０
６
急
行
バ
ス
の
路
線
変
更
に
つ
い
て
、
数
回

に
わ
た
り
協
議
し
ま
し
た
。
今
後
の
１
０
６
急
行
バ
ス
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
往
復
12
便

へ
減
便
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
５
便
は
各
停
留
所
に
停
ま
り
、
残
り
７
便

は
、
ト
ン
ネ
ル
を
通
る
ル
ー
ト
に
な
り
ま
す
。
今
後
も
地
域
住
民
が
利
用
し
や
す
い

公
共
交
通
体
制
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

川
井
地
域
づ
く
り
協
議
会
広
報
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
坂　
一
寿

新里

川井

国
道
３
４
０
号
の
整
備
促
進

　
　
　
押
角
ト
ン
ネ
ル
が
開
通

盛
岡
宮
古
横
断
道

　
　
新
区
界
ト
ン
ネ
ル
開
通

宮古盛岡横断道路区界道路の開通の様子

国道 340 号の整備促進に向けて団結する参加者

開通式でのテープカットの様子

地域づくり協議会会議の様子



昭
和
通
り
の
お
か
み
さ
ん
も
て
な
し
た
い

ウ
エ
ル
カ
ム
フ
ラ
ワ
ー
が
迎
え
る
街
並
み
創
出
事
業

■
開
催
日　
４
月
か
ら
11
月

■
場　
所　
宮
古
駅
、
末
広
町
商
店

　
　
　
　
　
街
な
ど

　

ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
作
成

を
宮
古
小
学
校
４
年
生
や
第
一
中
学

校
生
な
ど
と
一
緒
に
計
５
回
行
い
ま

し
た
。
そ
の
中
で
も
津
軽
石
小
学
校

で
は
、
例
年
３
年
生
が
２
人
１
組
で

作
成
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
１

人
で
取
り
組
み
ま
し
た
。
出
来
栄
え

は
本
人
も
驚
く
ほ
ど
で
、
近
く
の
商

店
街
や
郵
便
局
、
駐
在
所
に
お
届
け

し
、
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。　
　

　

ハ
ン
ギ
ン
グ
フ
ラ
ワ
ー
は
、
そ
れ

ぞ
れ
宮
古
駅
、
駅
前
広
場
、
商
店
街
、

浄
土
ヶ
浜
に
飾
ら
れ
て
、
ウ
エ
ル
カ

ム
を
伝
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

宮 古

新里地域バスが運行を開始新里地域バスが運行を開始

■運行路線　　※路線によって運行日が異なります。
　① 和井内線
　　　茂市 ～ 新里診療所・刈屋 ～ 和井内（戸塚）
　② 刈屋線
　　　茂市 ～ 新里診療所・刈屋 ～ 刈屋（北山）
　③ 蟇目線
　　　新里診療所 ～ 茂市駅・蟇目 ～ 二又
　④ 腹帯循環線
　　　新里総合事務所 
　　　　～ 新里診療所・茂市・腹帯 ～ 新里診療所
　　

■運賃　　※診療所を受診する方は無料です。
　大人…………………………100 円
　小児・障がい者等………… 50 円
　未就学児……………………   無料

■回数券　※回数券は 12 枚綴りです。
　大人 ……………………… 1,000 円
　小児・障がい者等…………500 円

み
ん
な
の
力
で

地
域
を
創
る

　

地
域
創
造
基
金
は
地
域
住
民
の
連
帯
強
化
や

地
域
振
興
の
た
め
の
事
業
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
23
事
業
の
実
施
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
15
事
業
が
残
念
な
が
ら
中
止
と
な
り
ま

し
た
。

　

実
施
さ
れ
た
７
事
業
に
つ
い
て
、実
施
団
体
よ
り
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
す
。

※「
音
楽
の
夕
べ
」は
３
月
28
日(

日)

に
陸
中
ビ
ル
大
ホ
ー
ル
で
実
施
予
定
で
す
。

　

新
里
地
域
で
は
、
県
北
バ
ス
の
茂
市
・
和
井
内
の
区

間
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
新
里
診
療
所
へ
の
患

者
輸
送
バ
ス
が
誰
も
が
利
用
可
能
な
地
域
バ
ス
と
し
て
、

10
月
12
日
か
ら
運
行
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

運
行
開
始
当
日
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
や
関
係
者
出
席

の
も
と
、
運
行
開
始
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
域
バ
ス

の
愛
称
「
ふ
れ
あ
い
号
」
が
披
露
さ
れ
、
命
名
者
で
あ

る
橋
場
悠
さ
ん
（
新
里
小
学
校
５
年
）
と
市
長
が
ネ
ー

ム
プ
レ
ー
ト
を
貼
り
付
け
た
あ
と
、
運
行
開
始
を
祝
っ

て
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
地
域
バ
ス
が
出
発
し
ま

し
た
。

　

地
域
公
共
交
通
の
あ
り
方
は
、
地
域
課
題
と
し
て
、

新
里
地
域
づ
く
り
協
議
会
に
諮
ら
れ
議
論
が
深
め
ら
れ

ま
し
た
。
協
議
会
で
の
意
見
や
各
地
域
の
説
明
会
に
お

け
る
ご
意
見
を
基

に
、
新
里
地
域
バ

ス
の
運
行
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
が
、
今
後

も
、
よ
り
利
用
し
や

す
く
、
地
域
の
実
情

に
見
合
っ
た
地
域
公

共
交
通
の
あ
り
方
を

話
し
合
っ
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

愛
称
は
「
ふ
れ
あ
い
号
」
に
決
定

地
域
課
題
の
解
決
に
む
け
て

地域づくり協議会の様子

　

地
域
バ
ス
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
（
和
井
内
線
・
刈

屋
線
）
と
ワ
ゴ
ン
車
（
蟇
目
線
・
腹
帯
循
環
線
）

の
２
台
で
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
し
や
す
い
運
行
を
目
的
に
停
留
所
以
外
で

も
乗
り
降
り
が
可
能
な
フ
リ
ー
乗
降
区
間
も
設
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
希
望
者
に
は
、
乗
り
降
り
に
便
利
な
バ

ス
停
を
記
載
し
た
「
マ
イ
時
刻
表
」
を
作
成
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
新
里
総
合
事
務
所
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
☎
72-

２
１
１
１

）

利
用
し
や
す
い
地
域
バ
ス
に

茂市駅

新里診療所

山村前広場

新里総合
事務所前

和井内線

刈屋線

蟇目線

腹帯循環線

茂
市
バ
ス
停 上

蟇
目

山桑橋

刈屋郵便局前

北山地区総合
センター前

バス停留所でない場所でも
安全を確保できる場所で
あれば自由に乗り降り
できる区間です

中里

平沢口

和井内

鞭牛上の橋

戸塚上清水

フリー乗車区間

和井内線

蟇
目
駅
前

上
飛

愛
宕
橋

一
の
字
橋

水
神

玄
翁
館
下

玄
翁
館
上

腹
帯
下
の
橋

腹
帯
駅

新里地域バス運行路線図

刈屋線
蟇目線
腹帯循環線

新里地域バス ▲
『ふれあい号』
運行のお知らせ

地域バスで診療所を訪れる利用者

5 4



　
「
市
民
の
、
市
民
に
よ
る
、
市
民
の
た
め
の
ま

つ
り
」
と
し
て
、
35
回
と
い
う
歴
史
を
重
ね
て

き
た
み
や
こ
秋
ま
つ
り
を
皆
さ
ん
も
楽
し
み
に

し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
も
各
家
庭
で
、
冊
子
、

動
画
の
両
方
で
秋
ま
つ
り
を
楽
し
め
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
、
広
報
に
今
ま
で
の

秋
ま
つ
り
の
歴
史
を
振
り
返
る
冊
子
を
折
り
込

み
、YouTube

で
は
参
加
団
体
の
紹
介
映
像

を
放
映
し
ま
す
。

　
地
域
の
大
事
な
資
源
、「
み
や
こ
秋
ま
つ
り
」

を
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。　

　
昨
年
度
、「
田
老
地
区
に
関
わ
る
全
て
の
人
が
、
地

区
の
将
来
像
を
共
通
認
識
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
役
割
を
示
す
こ
と
」
を
目

的
の
一
つ
と
し
て
、『
田
老
地
区
ま
ち
づ
く
り
構
想
』

を
策
定
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
4
月
に
、
宮
古
市
へ
の
提
言
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
地
区
外
に
在
住
す
る
地
区
出
身
者
団
体

等
と
の
意
見
交
換
会
を
企
画
・
立
案
中
で
す
。

　
さ
ら
に
、
津
波
避
難
防
災
マ
ッ
プ
の
更
新
・
配
布

を
検
討
課
題
と
し
て
取
り
組
む
ほ
か
、
令
和
元
年
の

台
風
に
よ
る
浸
水
・
土
砂
災
害
を
契
機
に
、
水
害
防

災
マ
ッ
プ
の
作
成
・
配
布
な
ど
、
安
心
・
安
全
な
地

域
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
計
画
・
行
事
の
延
期
や
中

止
が
あ
り
ま
し
た
が
、
見
学
者
の
人
数
制
限
、
消
毒

や
感
染
対
策
を
行
い
、
実
施
し
ま
し
た
。

　
津
軽
石
保
育
所
で
は
、
お
遊
戯
会
で
さ
ん
さ
踊
り

を
披
露
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
津
軽
石
小
学
校

で
は
、
出
前
授
業
と
し
て
の
各
郷
土
芸
能
保
存
会
の

由
来
・
歴
史
の
授
業
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
津

軽
石
中
学
校
で
は
、
文
化
祭
で
4
団
体
の
郷
土
芸
能

演
舞
を
思
考
錯
誤
の
う
え
、
開
催
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　
当
協
議
会
内
の
３
団
体
は
、
お
囃
子（
笛
）の
復
活

に
向
け
て
練
習
に
励
み
、
来
年
度
の
披
露
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

み
や
こ
秋
ま
つ
り
実
行
委
員
会

宮
古
市
田
老
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

「
み
や
こ
秋
ま
つ
り
を
振
り
返
る
」

制
作
事
業

田
老
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
活
動
推
進
事
業

宮 古田 老

津
軽
石
郷
土
芸
能
団
体
協
議
会

津
軽
石
郷
土
芸
能
保
存
育
成
事
業

宮 古

　
■
開
催
日　
8
月
1
日(

土)

か
ら
16
日(

日)

　
■
場　
所　
道
の
駅
た
ろ
う

　
今
年
度
は
道
の
駅
た
ろ
う
2
周
年
・
三
陸
沿
岸

道
路
開
通
記
念
と
し
て
、「
サ
ッ
パ
市
サ
マ
ー
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
行
い
ま
し
た
。
道
の
駅
た
ろ
う
内

の
各
店
舗
で
割
引
や
景
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
や
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
式
の
景
品
プ
レ
ゼ

ン
ト
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
、

対
応
に
工
夫
を
し
な
が
ら
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
と
な

り
ま
し
た
が
、
道
の
駅
た
ろ
う
の
魅
力
を
発
信
で

き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
も
『
元
祖
サ
ッ
パ

市
』
を
継
続
し
、
田
老
地
域
の
前
進
に
つ
な
げ
て

行
き
た
い
で
す
。 道

の
駅
た
ろ
う
連
絡
協
議
会

元
祖
サ
ッ
パ
市

田 老

　
　
　
　
■
開
催
日　
８
月
か
ら
２
月

　
　
　
　
■
場　
所　
イ
ー
ス
ト
ピ
ア
み
や
こ

　
本
年
２
月
に
宮
古
市
と
多
良
間
村
は
、
姉
妹

市
村
と
な
り
25
周
年
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
両

市
村
の
記
念
年
に
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
や
交
流

の
歩
み
、
旧
愛
宕
小（
現
在
閉
校
）と
多
良
間
小

と
の
交
流
を
振
り
返
り
紹
介
し
ま
し
た
。

　
「
多
良
間
の
友
を
迎
え
る
歌
」
の
歌
唱
や
踊
り

の
練
習
、
収
録
、
パ
ネ
ル
制
作
な
ど
様
々
な
団

体
の
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
往
来
交
流
が
叶
わ
ず
残
念
で
し

た
が
、
同
村
の
先
人
・
関
係
各
位
へ
報
恩
の
気

持
ち
を
表
現
し
な
が
ら
、
今
後
の
両
市
村
の
交

流
の
継
続
と
繁
栄
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
■
開
催
日　
７
月
18
日
︵
土
︶

　
　
　
　
　
■
場　
所　
新
里
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
当
協
議
会
で
は
、ス
ポ
ー
ツ
・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

活
動
を
通
じ
て
、新
里
地
域
の
健
康
増
進
と
体
力
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

か
ら
、個
人
競
技
を
中
心
に
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
７
月
18
日
に
開
催
し
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
・ゴ
ル
フ
大
会

で
は
、最
高
齢
者
84
歳
か
ら
30
歳
代
ま
で
の
33
名
が
参

加
し
ま
し
た
。多
く
の
選
手
が
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
記

録
す
る
な
ど
、日
頃
の
練
習
の
成
果
が
十
分
に
発
揮
さ

れ
、世
代
間
や
地
域
間
の
交
流
が
図
ら
れ
た
大
会
と
な

り
ま
し
た
。 多

良
間
報
恩
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

新
里
地
区
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
協
議
会

旧
愛
宕
小
学
校
・
多
良
間
村

　
　
　
　
交
歓
交
流
回
顧
事
業

新
里
地
区
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業

宮 古新 里

宮古市地域イベントカレンダー宮古市地域イベントカレンダー 令和 3年度の事業紹介令和 3年度の事業紹介

　令和３年度に予定されている地域創造基金事業を活用したイベントや行事などを紹介します。
　※感染症拡大防止や天候などの事情により、事業の中止や日程・場所などが変更になる場合があります。

日　　程 イベント名 ( 事業名 ) 開催場所 内　　　容 主　　　催 地域

5 16日(日) 復興たろう大漁まつり
漁協事務所横
イベント広場
及び田老漁港

大漁祈願の神輿や曳き舟、出店・ス
テージイベントなど

たろう大漁まつり
実行委員会

田老

6 20日(日) 閉伊川釣り大会
閉伊川本・支流
道の駅
「やまびこ館」

３匹計量。河川の空き缶などごみ
回収が必須。

川井大自然交流実行
委員会

川井

6 27日(日) 和井内区文化公演会
和井内ふるさと
会館

高齢者に「歌と民謡と踊りの
ひとときを !!」をテーマに
楽しんでもらう。

和井内区 新里

7 4日(日) 木の博物館体験 木の博物館分館 木の博物館の体験等
川井大自然交流実行
委員会

川井

7 中　旬
道の駅たろう

第３回元祖サッパ市
道の駅たろう

サッパ船上での地元特産品の販売や
ウニ採り体験、殻付きウニの無料
お振舞いなど

道の駅たろう連絡
協議会

田老

7 中　旬 フライフィッシングツアー
川井地域の閉伊川
本・支流

インストラクターや地元スタッフの
指導のもと、フライフィッシングを
体験する。

川井大自然交流実行
委員会

川井

7 30日(金) クウィンテットコンサート
薬師塗漆工芸館
（やまびこ産直館
となり）

世界でも珍しい漆塗りのピアノ・
ヴァイオリン等を使用したプロの
奏者によるコンサート

宮古市で交響曲を演
奏する会

宮古

8 1日(日) 第 56回「音楽の夕べ」
宮古市民文化会館
大ホール

市民参加の合奏団・合唱団とプロと
の共演による音楽会の開催

宮古市で交響曲を
演奏する会

宮古

7 6



日　　程 イベント名 ( 事業名 ) 開催場所 内　　　容 主　　　催 地域

8 11日(水) 僕らの夏祭り
赤前コミュニティー
消防センター前

子どもからお年寄りまで誰もが
楽しめる夏祭りの開催

僕らの夏祭り実行委
員会

宮古

8 11日(水) おらほの夏まつり2021
漁協事務所横イベン
ト広場及び田老漁港
(花火打上場所)

花火大会や出店、ステージイベ
ントなど

ＷＡＲＡＤＵＫＡ 田老

9 5日(日) 閉伊川川下り大会2021 閉伊川特設コース
（腹帯～湯ったり館）

ゴムボートによる川下り大会の
開催

閉伊川遊イング事業
実行委員会

新里

9 中　旬 復興応援歌手踊りパレード
五月町～大通りまで
のみやこ秋まつりパ
レードコース

復興応援歌に手踊りを加え、みやこ
秋まつりで手踊りパレードを行う

復興応援歌を普及さ
せる会

宮古

10 上　旬
道の駅たろう

第４回元祖サッパ市
道の駅たろう、
田老野球場駐車場

七輪を使った秋の味覚(サンマ・ホタ
テ・キノコ等）焼き、キノコ汁の無料
お振舞い、マツタケ・キノコの直販会

道の駅たろう連絡
協議会

田老

10 3日(日) 川井地域大運動会 川井小学校 川井地域住民の大運動会
川井地域大運動会
実行委員会

川井

10 10日(日) 第73回田老地区体育大会
田老第一中学校
校庭

田老地域住民の大運動会
田老地区体育大会
実行委員会

田老

10 31日(日) 川井郷土芸能祭 川井小学校
川井地域郷土芸能団体の活動
成果発表

川井郷土芸能団体
連絡協議会

川井

11 7日(日) 和井内ふるさと収穫祭
和井内ふるさと
会館

地域農産物、餅・団子等の販売
十割そば食堂開設・そば打ち体験
ステージイベントなど

和井内区 新里

11 11日(木) 津軽石駅賑わい事業 津軽石駅
津軽石駅を活用したイベントや
絵画・写真展などの開催

津軽石駅にぎわい
クラブ

宮古

11 未　定 江繋地区収穫感謝祭 旧江繋小学校
地域の郷土芸能発表、写真・絵画コ
ンテスト開催

江繋地域づくり
委員会

川井

11 下　旬 復興
冬のイルミネーション

旧宮古市役所前
歩道橋

イルミネーションの設置
※令和４年３月上旬ごろまで実施予定

宮古商工会議所
青年部

宮古

12 5日(日) 津軽石郷土芸能
保存育成事業

津軽石公民館
郷土芸能を学び、郷土芸能祭での
披露や郷土芸能の伝承

津軽石郷土芸能団体
協議会

宮古

3 20日(日) 津軽石駅賑わい事業 津軽石駅
津軽石駅を活用したイベントや
絵画・写真展などの開催

津軽石駅にぎわい
クラブ

宮古

通　年 ウエルカムフラワーが
迎える街並み創出事業

宮古駅ホーム、宮古
駅前広場、商店街、
浄土ヶ浜など

ウエルカムフラワーの飾りつけ
※～11月まで実施予定

昭和通りのおかみさ
んもてなしたい

宮古

通　年 田老地区復興まちづくり
協議会活動推進事業

田老公民館など

地域の課題解決と安全・安心で豊か
なまちづくりのため意見収集及び検
討を行う。
　情報発信「田老復興まちづくりニュー
　ス」発行
　防災マップの作成・配布

宮古市田老地区復興
まちづくり協議会

田老

通　年
新里地区生涯スポーツ

推進事業

新里トレーニングセ
ンター、新里生涯学
習センターなど

各種スポーツ大会等を開催し、生涯ス
ポーツを推進
　グラウンド・ゴルフ大会
　ソフトボールリーグ
　スポーツ・レクリエーション祭
　ビーチボールバレー大会
　室内グラウンド・ゴルフ大会
　バドミントン講習会

新里地区
生涯スポーツ推進
協議会

新里

通　年 自主防災組織づくり
川井生涯学習セン
ターほか

災害時の避難に対する啓蒙活動
　防犯マップの見直し
　「安全で確実な避難」の周知
　避難せず自宅に残った人への対応検討

中川井防災会 川井

通　年 小国の宝振興事業
小国地域振興セン
ターほか

小国の宝活用ワークショップ
環境整備活動
案内板等の整備
情報発信「小国の紹介冊子」発行

小国地区地域づくり
委員会

川井

◆
発
行
／
宮
古
・
田
老
・
新
里
・
川
井
地
域
づ
く
り
協
議
会
（
〒
０
２
７
│
８
５
０
１　
岩
手
県
宮
古
市
宮
町
一
丁
目
1
番
30
号　
宮
古
市
役
所
企
画
部
企
画
課
内
）　

◆
編
集
／
地
域
づ
く
り
協
議
会
広
報
編
集
委
員
会　
◆
発
行
日
／
令
和
3
年
3
月
15
日

宮
古

市
地

域
創

造
基

金
ホ

ー
ム
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